
 

 
                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 年ぶりの長浜での開催はあいにくの大雨となりました。一部の地域で警報も発令 

される中、欠席の方もあるのでは・・・と心配しましたが、29 名の方にご参加頂 

くことができました。ありがとうございました。 

平素は、「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」へのご理解・ご協力ありがとうございます。 

連日の真夏日で、早々に夏バテの方もいらっしゃるのではないでしょうか。熱中症対策に気を配りながら夏を楽しみたいものですね。 

さて、事務局では 8 月 25 日の総会・研修会に向けて準備を進めています。会員の皆様にはメールまたは郵便で案内状をお届けしていますが、お申込みは

お済みでしょうか？まだの方は FAX またはメールで事務局までお願い致します！ 

 

 

 

 

 

2010 年のドイツ年間ゲーム大賞を受賞し、世界中にコミュニケーション・ボードゲームのブームを巻き起こした。 

「DiXit」とは、ラテン語で「（彼が）言う」の意味で、フランスでは根拠なき主張を揶揄するときに使う言葉。 

簡単なルールで、メルヘンチックなカードイラストと、かわいいウサギコマを使って老若男女で楽しく遊べる 

  

 

 

出典 

sgrk.blog53.fc2.com 
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《令和元年度 排泄支援プロジェクト計画》 

4 月「排泄支援プロジェクトの概要」 

         彦根市立病院   北川 智美 さん 

5 月「薬剤師からの薬による尿閉、排尿障害等の副作用のあるあ

る」   リリー薬局    池田 富美子 さん 

「認知症高齢者の排泄行動とそのケア」 

         彦根市立病院   藤井 裕子 さん 

7 月「認知症と尿失禁」 

社会福祉法人青祥会  藤井 優子 さん 

10 月「知っていますか？“身近な排泄用具について”」 

         彦根市立病院   北川 智美 さん 

1 月「在宅での排泄支援の事例紹介」（調整中） 

3 月「排泄支援プロジェクトのまとめ」（調整中） 

今月は【排泄支援プロジェクト】の第 3 回目ということで、

社会福祉法人青祥会の藤井さんから認知症と尿失禁の関係

性についてお話を伺いました。 

次第 

☆あいさつ・自己紹介 

☆前回までの振り返り 

☆「認知症と尿失禁」 

  社会福祉法人青祥会 認知症看護認定看護師 

              藤井 優子 さん 

☆グループワーク 

☆総括  彦根市立病院地域連携センター長 

              北川 智美 さん 

 

令和元年度 総会・研修会 

８月２５日（日） 

14：00～17：00（受付開始 13：30～） 

場所：ピアザ淡海 大会議室 

《プログラム》 

☆総会：平成 30年度事業報告・決算報告 

  令和元年度事業計画（案）・収支予算（案） 

☆基調講演：最期まで自分らしく暮らす～意思決定支援～ 

      〈講 演〉「最期まで目一杯生きる」 

      〈講 師〉緩和ケア萬田診療所  

萬田緑平先生 

 

☆グループワーク：「萬田先生の講演を聞いて感じたこと 

今から実践できること」 

☆発表・総括 

※終了後、懇親会（バーベキュー）を予定しています 

 

 医療福祉・在宅看取りの地域創造会議運営事務局 

(滋賀県庁 医療福祉推進課内)   金岡・西浦                    

TEL077-528-3529  FAX:077-528-4851 

E-mail:info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp 

 

 

◎次回のワーキンググループ会議 

９/19（木）18：30～20：00     於：アクティ近江八幡 研修室 

テーマ「住宅によって大きく変わる健康寿命の伸ばし方」（仮題） 

話題提供者    ケア・ライフ玲  木村 玲子 さん 

◎県民フォーラム 

11/16（土）13：30～16：30     於：東近江市能登川コミュニティセンター 

ＭＡＥ Ｇ ＢＡＮＤさんの手話を交えたバンド演奏、春やすこさんによる記念講演、ワーキン

ググループ会議でもおなじみの北川智美さんによる排泄支援講座など… 

 

 

尿失禁は BPSD（認知症の行動・心理症状）なのか？ 

     …普通の人ならやらない行動が BPSD とみなされる傾向がある 

⇒・その行動が正常なのか異常なのかは、周辺環境や本人の感情を踏まえ

て判断する必要があるため容易ではない。 

 ・尿失禁は認知症に特有の症状ではない。高齢者にしばしばみられる生

理的な機能障害の要因が主。 

 ・認知症だから、BPSD だからではなく、困りごとを解決するのが適切

なケア。何で困っているのかを推測すること。 

 

・「認知症である」との思い込みが邪魔をしてしまっている。根本的な原因

を改めて考え直す必要があるのではと感じた。 

・本人の意志はどうなのか？介護者が中心で本人がおいてけぼりの状態に

なっていることがある。介護者の視点ではなく、本人の視点から考えてい

くことが必要。 

・転倒のリスク等を考慮してオムツをするケースがよくある。家族の介護

力に合わせるしかなく仕方がないが、残念である。 

・薬による影響は大きい。在宅での薬の管理が課題。 

・介護の仕事は“お世話”ではなく、“専門的知識をベースにした生活支援”

であると再認識した。 

 

 

・介護・看護の現場でやってきたことを、技術的なことだけでなく考えや思

いも添えて仲間内で話しあうことで、自分の考え方も広がり、現場のスキル

も上がるのではと思う。そのスキルを在宅の現場や家族に伝える技術や知識

も必要。 
 

感想 

 

Point  

 

 

総括 

 

 

 

 


